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8
月
以
後
の
公
立
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の
医
療
体
制
を
現
状
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す
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為
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知
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看
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介
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さ
い
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 日本はエネルギー資源が少なく、そ

の大部分は外国からの資源輸入と原

子力発電所に頼っている事は、ご存知

のとおりです。 

 一方、我が小国郷は、再生可能エネ

ルギーを利用し、環境にやさしいエネ

ルギーを得ることができる、日本屈指の

土地の恵み豊かな土地です。医療の

分野でもこの土地の力を利用しない手

はありません。環境や自然を守るため

に、二酸化炭素の排出量を少なくする

事は、国の政策としても力を入れられ

ているものです。 

 

 環境省の助成金事業として全国から

公募された「グリーンプラン・パートナー

シップ事業」というものに小国町が選ば

れ、平成27年度より、公立病院組織

に、低CO2設備の導入を行いました。こ

れは、九州内の公立病院で初めての

画期的な取り組みとなりました。 

 この事業で、平成２７年度には、公立

病院の屋上に太陽光発電システムを

置き、公立病院と老健施設にLED照明

機器を導入しました。 

 そして、平成28年度には、老健施設

の敷地内に木質チップボイラーを導

入、公立病院と老健施設に熱供給（給

湯および暖房）ができる様になりまし

た。総事業費は、1億9千万円程度で

すが、そのうち1億１千万円以上は、環

境省の助成金で賄われました。 

 LED照明機器や太陽光発電システム

の導入により、電力使用量を削減し、

結果、排出CO2を削減できます。そし

て、医療に不可欠な電気のコスト削減

が期待できます。 

 さらに、木質チップボイラーの燃料

は、小国郷産の原木を活用し、郷内の

事業者からチップを購入する事により、

炭素の内部循環と共に、経済の内部

循環も期待できるものです。 

 小国郷の豊かな自然を守るためにで

きること、小国郷だからこそできること。

小国郷で最も職員の多い組織として、

医療以外の面でも公立病院にできる事

を探していきたいと思います。 

平
成
29
年
度
の
『
公
立
病
院
の
船
出
』 

〜
看
護
師
を
ご
紹
介
下
さ
い
〜 

木質チップボイラー施設 

木質チップボイラー施設 心臓部 

屋上に設置されているソーラーパネル 
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住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

平
成

29
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
年

1
月
頃
か
ら
、
翌
年
度
の
体
制
が
徐
々
に

明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
こ
数
年
間
は

病
院
の
存
続
に
関
わ
る
様
な
出
来
事
が
毎

年
起
こ
り
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
、
年
度
末

の
院
内
は
穏
や
か
に
過
ご
せ
た
た
め
し
が

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

よ
そ
か
ら
の
派
遣
に
頼
っ
た
医
療
と
い
う

の
は
、
つ
ま
り
そ
う
い
う
こ
と
な
の
だ
、
と

思
い
知
ら
さ
れ
る
時
期
で
す
。
昨
年
の
春
に

は
、
常
勤
医
の
脳
神
経
外
科
と
小
児
科
の

医
師
が
退
職
し
、
医
師
の
補
充
が
な
か
っ
た

と
い
う
の
は
皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
新
し
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

そ
う
い
う
中
で
、
こ
の
春
に
は
、
外
科
の

医
師
の
派
遣
が
1
人
減
っ
て
し
ま
い
、
常
勤

の
外
科
は
坂
本
院
長
と
堀
江
副
院
長
の
み

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小
児
科

専
門
医
外
来
は
、
毎
日
で
は
な
く
、
月
・

水
・
金
の
週

3
日
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
地
震
後
の
人
事
の
関
係
で
、
医
師
派
遣

継
続
が
出
来
な
く
な
っ
た
と
の
こ
と
。
小
国

で
子
育
て
を
さ
れ
る
世
代
、
そ
し
て
子
供

達
に
と
っ
て
は
一
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

看
護
師
不
足
に
関
し
て
も
、
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
、
今
年
の
8
月
ま
で
に
、
あ

と
2
人
新
規
に
看
護
師
を
雇
用
し
な
け
れ

ば
、
現
在
の
2
病
棟
＋
外
来
＋
訪
問
看
護

を
、
現
在
と
同
じ
形
で
維
持
す
る
こ
と
は
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
小
国
郷
で
入
院
ベ
ッ
ド

が
不
足
し
、
入
院
難
民
が
出
て
し
ま
う
事

態
は
避
け
た
い
の
で
、
職
員
総
動
員
で
看
護

師
を
探
し
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。 

こ
ち
ら

は
医
師
不
足
よ
り
も
切
迫
し
た
状
態
で
急

を
要
し
ま
す
。
迷
っ
て
い
る
時
間
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

 
 

 

明
る
い
話
題
も
い
く
つ
か
。 

▼
総
合
診
療
科
は
、
首
の
皮
一
枚
で
自
治

医
科
大
学
か
ら
の
派
遣
が
継
続
と
な
り
ま

し
た
。
少
な
く
と
も
今
年
は
減
員
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
4
名
体
制
で
診
療
を
継
続
致

し
ま
す
。
▼
非
常
勤
医
師
で
成
り
立
っ
て
い

る
専
門
外
来
は
、
小
児
科
以
外
の
全
て
の

枠
が
昨
年
通
り
保
た
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
派

遣
が
中
止
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

の
中
、
今
年
も
非
常
勤
医
派
遣
が
保
た
れ

た
事
は
町
の
方
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
▼
小
児
科
外
来
は
、
木
曜
日
の
枠
を

埋
め
て
下
さ
る
医
師
が
で
き
そ
う
で
す
。

▼
今
年
も
熊
本
の
大
病
院
の
研
修
医
の
先

生
が
月
替
り
で
、
研
修
と
い
う
名
の
お
手
伝

い
に
来
て
く
れ
ま
す
。
▼
熊
本
赤
十
字
病

院
か
ら
、
支
援
看
護
師
が
半
年
交
代
で
来

て
く
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

小
国
郷
外
か
ら
の
支
援
で
成
立
し
て
い

る
、
小
国
郷
の
医
療
。
お
互
い
に
利
の
あ
る

関
係
性
で
は
な
く
、
見
る
に
見
か
ね
て
身
を

切
っ
て
支
援
し
て
頂
い
て
い
る
側
面
が
大
き

い
状
況
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
支
援

は
好
意
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く
、
安
定
し

て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
る
と

こ
ろ
、
「
医
療
資
源
の
地
産
地
消
」
が
、
地

方
が
生
き
残
る
為
の
必
須
条
件
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。 

 

最
後
に
住
民
の

皆
さ
ん
に
届
く

様
、
も
う
一
度

大
き
な
声
で
。 

(Googleﾏｯﾌﾟより) 



妻
か
ら
の 

 

ゆたぁ～と新聞 

 

H

29
年
3
月
8
日
の
午
後
、
阿
蘇
小

国
鄕
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の
施
設
慰
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

阿
蘇
小
国
鄕
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
年
に

1
度
、
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
施
設
等

を
慰
問
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
、
お
ぐ
に
老

人
保
健
施
設
に
「公
益
財
団 

日
本
民
謡
協

会 

藤
本 

喜
代
則
師
範
」率
い
る
『藤
本
流 

喜
代
則
会
』の
皆
さ

ん
が
、
雪
が
舞
う

中
熊
本
市
内
か
ら

は
る
ば
る
お
越
し

下
さ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

最
初
は
利
用
者

の
皆
様
も
何
事
が
起
こ
る
の
か
と
不
思
議
そ

う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
喜
代
則
師
範

の
軽
快
な
口
調
に
皆
さ
ん
引
き
込
ま
れ
て
い

き
、
「小
国
セ
レ
ナ
ー
デ
」
や
「お
て
も
や
ん
」

な
ど
の
な
じ
み
深
い

曲
に
、
三
味
線
と
和

太
鼓
の
音
色
、
日
本

舞
踊
を
堪
能
さ
れ
、

次
第
に
手
拍
子
や

歌
声
が
大
き
く
な

り
、
「昔
、
踊
っ
て
い

た
」と
曲
に
合
わ
せ

て
嬉
し
そ
う
に
腕
を

あ
げ
踊
ら
れ
る
利

用
者
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

 

そ
の
他
ソ
ー
ラ

ン
節
や
東
京
音

頭
、
五

木

の
子

守

唄
、
老

健

ス

タ
ッ
フ
も
踊
っ
た
炭
坑
節
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
方
々
の
尻
文
字
ク
イ
ズ
な
ど
、
約
1
時

間
の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
「懐
か
し
い
歌

が
聴
け
て
嬉
し
か
っ
た
」「
楽
し
か
っ
た
」と
、

笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

喜
代
則
師
範
、
喜
代
則

会
の
皆
様
。
そ
し
て
小
国
鄕
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
皆
様
。 

 

本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

ま
た
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

中山 彩季(なかやま さき) 看護師     

所属：３階病棟 

小
国
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
『
藤
本
流
喜
代
則
会
』
施
設
慰
問 

姉川 輝明(あねかわ てるあき) 放射線科技師 

所属：放射線科 

 4月より診療放射線技師として採用し

て頂きました姉川です。 

 湯布院厚生年金病院、荒尾市民病

院で臨床経験をし、気がつけば四半世

紀が過ぎ、“新人さん“と呼ばれるのが

恥ずかしい歳となってしまいました。小国町を散策してい

ると、改めて水の豊かさに驚かされ、この地に住むことが

出来て良かったと実感しています。今年度の目標は、

“熊本城マラソン“への参加です。スポーツもお酒も大好

きなので、何かの機会にはぜひお誘い下さい。 

(おか やすのぶ) 

岡 保伸 先生 診察日：泌尿器科  

        毎週金曜日 

 熊本大学附属病院消化器外科より、

週1回外来を中心に診療させていただ

くこととなりました。 胃・大腸を中心に

消化器疾患を専門に診療させて頂きま

す。よろしくお願い致します。 

(さわやま ひろし) 

澤山 浩 先生 診察日：外科 

       毎週金曜日 

(おしかわ ひでひと) 

押川 英仁 先生 診察日：総合診療科  

           毎月第１木曜日 

 4月から半年間、3階病棟でお世話に

なります。中山彩季(なかやま さき)と言

います。 

 熊本赤十字病院の血液・腫瘍内科で

ある4階西病棟に勤務しています。 

 看護師3年目とまだまだ未熟ですが、微力ながら少しでも

できることがあるならばと出向を希望しました。小国はご飯

は美味しいし温泉も沢山あると聞いて、とてもわくわくしてい

ます。至らない点も多々あるかと思いますが、明るく元気に

頑張りたいと思います。どうぞよろしくお願いします。  

 熊本赤十字病院に勤務しております。 

時間があれば温泉に行くくらい温泉大好

き人間です。 

 気軽に何でもお話し頂けると嬉しいで

す。よろしくお願いします。 

撮影者：市川看護師 

こ
の
季
節 

 この度H29年4月から泌尿器科外来を

担当させて頂きます。普段が熊本大学

医学部附属病院に勤務しております。週

1回と少ない外来日ですが、できる限り多

くの患者さんの診療ができればと思って

おります。どうぞよろしくお願いします。 

日
々
忖
度 

見
返
り
求
め
ず 

ラ
ン
ド
セ
ル 

映
え
る
黒
の 

桜
道 

迷
い
時 

灯
油
を
買
う
か 

次号のゆたぁ～と新

聞はH29年7月3日(月) 

 に発行予定です。 

   お楽しみに!! 

(

そ
ん
た
く) 

詠
み
人 

い
わ
ち
ゃ
ん 
詠
み
人 

岩
ち
ゃ
ん 

詠
み
人 

い
わ
チ
ャ
ン 


